
機関投資家、規制当局、NGO等のさまざまなステークホルダーがESG（環境・社会・ガバナンス）情報の開示を求めるようになりました。また、ESG要因
を投資判断において考慮するESG投資への関心が日本においても高まってきています。デロイト トーマツでは、ESGに関する計画の立案（Plan）、実施

（Do）、情報開示（Disclose）、ステークホルダーの参画（Engagement）等、あらゆる側面についてアドバイスを行い、企業の価値向上に貢献しています。

デロイト トーマツのESG・CSRサービス

デロイト トーマツは、世界各国のデロイトのメンバーファームでESG・CSRに関するコンサルティングおよび保証業務を実施しています。各ファームは互
いに密接に連携してグローバル企業にアドバイスしています。また、デロイト トーマツはグローバルで様々な制度設計や運用に関与しています。

グローバルのESGナレッジを結集

社会課題の視点を組み込んだ企業価値向上プロセス

ESG・CSR対応アドバイザリーサービス

※１　統合報告のフレームワークを開発している団体
※２　米国でサステナビリティの指標作りや開示促進を行っている団体
※３　気候技術センター・ネットワーク。ネットワークメンバーになることにより、途上国がCTCNに要請する技術支援のプログラムに参画することが可能
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イギリス、フランス、
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ベルギー、デンマーク、
ドイツ、スウェーデン、
ノルウェー、ポルトガル 
他
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オセアニア
オーストラリア、
ニュージーランド 他

北米
アメリカ、メキシコ、
カナダ 他

南米
ブラジル、
アルゼンチン 他

温暖化ガス排出量検証
CSR報告書第三者保証

ESG・CSR
コンサルティング

デロイト トーマツ
サステナビリティ

有限責任
監査法人トーマツ

日本

■ 銘柄選定手続きに関する第三者審査を実施

■ Exclusive Advisorに就任

■ Advisory Councilに就任

■ Task Force Memberに就任

■ Advisory Council Memberに就任

■ Council Memberに就任

■ Council Memberに就任

■ 日本の民間企業として初めてCTCNの
　ネットワークメンバーとして承認

■ CDP気候変動プログラムのスコアリング
　パートナーとして、その運営についてアドバイス

■ Board of Directorに就任
■ Chair of the Stakeholder Council に就任

DJSI

GRI

IIRC※１

CDP

WBCSD
SASB※２

CTCN※３

TCFD

A4S

WEF

各種事業活動、
モニタリング、
評価 等

長期戦略から年度計画、
バリューチェーン全体の
活動に反映

マテリアリティ分析、
ESG戦略・計画立案、
KPI策定 等

重要な社会課題を長期戦略に反映

・

世界の主要課題を抽出 マテリアリティ分析

活動の開示＆エンゲージメントにより社会の声を経営に反映

ステークホルダー

中長期投資家

Plan

ESG評価向上、
CSR報告書作成、
第三者保証 等

Disclose

Do
企業
価値向上
プロセス

Engage
エンゲージメント、
ステークホルダー
ダイアログ 等

開示ESG
評価

社会視点の
組み込み

SDGs、
ISO26000
他社事例 等
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*グループ会社のデロイト トーマツ サステナビリティ株式会社がサービスを提供します。

・中長期ESG目標策定
・ESG戦略立案
・CSR方針・行動規範策定
・CSR調達

※トーマツが監査を行っているクライアントにつきましては、独立性の観点からご提供できないサービスがございます。詳細はお問合せください。

・CSRモニタリング・報告体制構築
・水リスク
・人権デューデリジェンス
・ステークホルダーエンゲージメント

・国連CDM有効化審査／検証／認証*
・ガバナンス、コンプライアンス、リスクマネジメント
・その他のESG関連サービス

・ISO対応・導入（ISO14001、ISO26000 等）
・温室効果ガス排出量の検証*
・CSR・環境報告書の第三者保証*

約1ヵ月 約1～2ヵ月 約1～3ヵ月 約1ヵ月 報告書発行後
約1～2ヵ月以内

約2週間～
1ヵ月

期 間
（目安）

印
刷
・
製
本
・
発
行

他社分析を
実 施し 、自 社
の 現 状 、今 後
の方向 性を確
認します

印刷会社選定

骨子に基づき、
データ収集、集
計 や 原 稿 の 作
成を行います

データや記載
内容の信頼性
の 担保として 
第三者機 関に
よるチェック
を行います

次 年 度 の 報
告書作成に向
け、CSR・環境
経営レベルアッ
プの視点で改
善ポイントを
検討します

報告書作成にお
ける必要な要件を
設定します（例）

・作成目的
・頁数
・対象読者層
・骨子
・対象範囲
・データ収集
・ルール

ベンチマーキング
（任意） 基本構想 原稿作成 第三者保証

（任意） フォローアップ

持続可能な開発目標（SDGs）を考慮したマテリアリティ分析
に対するアドバイス
ESG・CSR活動の効果的な実装には、マテリアリティ（重要課題）の特定によ
る経営資源の選択と集中が不可欠ですが、企業にとってのステークホルダー
が多様化し、企業の事業領域がグローバルに拡大している昨今、マテリアリ
ティの特定にはさまざまな観点からの分析が必要となってきています。
デロイト トーマツでは、マテリアリティの特定の一助として持続可能な開発
目標（SDGs）を考慮します。また、グローバルに展開するネットワークや豊富
な知見を活かし、マテリアリティの特定からESG・CSR基本方針の策定、活動
推進からPDCAモニタリングまで、一貫したアドバイスを行います。

ESG評価向上サポート（DJSI、FTSE4Good、CDP 等）
近年ESG投資の拡大により、ESG情報の適切な開示が求められています。
デロイト トーマツでは、長期視点の機関投資家から信頼を獲得し、持続的な
企業価値向上を図る一環として、ESG評価向上に向けたアドバイスを実施し
ます。具体的には、DJSI、FTSE4Good、CDP等に関して、現状調査による改善
ポイントの把握や評価向上のための強化策の立案・実施、情報開示の改善等
に対してアドバイスを行います。

その他のESG・CSR関連サービス
デロイト トーマツでは、上記以外にもさまざまなESG対応アドバイザリーサービスを提供しています。

温暖化対策
デロイト トーマツでは、専門家としての立場から、企業の温暖化対策に対してア
ドバイスを行います。

－ SBT（Science Based Targets）対応
－ TCFD（Task Force on Climate-related Financial Disclosures）対応
－ 報告／モニタリング体制構築
－ カーボンリスクマネジメント体制構築
－ 市場・潜在ニーズの調査・分析
－ 財務リスク／コスト・影響度の調査・分析

ESG・CSRに関する情報開示アドバイス
CSR報告書は、自社の活動を総括し、ステークホルダーの情報ニーズに適切に
応えるための情報開示ツールです。
デロイト トーマツでは、ベンチマーキング、基本構想の立案、原稿作成、信頼性
担保の方法検討など、報告書作成の各段階での検討に対するアドバイスを行
います。また、Webサイトやその他の媒体による活動報告についても、同様にア
ドバイスを行います。
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有限責任監査法人 トーマツ　ESG・統合報告アドバイザリー
〒100-0005　東京都千代田区丸の内3-3-1 新東京ビル　Tel: 03-6213-1112
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デロイト トーマツのESG・CSRサービス

自社にとって重要
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社会課題の
収集・抽出

スクリーニング

マテリアリティ
マッピング

SDGsや他社事例等
を考慮して社会課題
を収集・抽出します
社会課題とバリュー
チェーンとの関連性
を評価します
マテリアリティマトリ
クスへのマッピングを
行います

経営戦略に
反映


